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あじさいの里（神奈川県開成町）

水田地帯に約5,000株のあじさいが
植栽された虹の道「あじさいの里」。
青々とした水田を背景に、あじさい
の花の色がひときわ映える。毎年６
月には「あじさいまつり」が開催さ
れ、今年も多くの観光客で賑わった。

写真キャプション

　

縁
あ
っ
て
福
島
県
最
北
端
の
国
見
町
に
通
い
続
け

て
い
る
。こ
こ
は
人
口
1
万
人
弱
の
地
味
な
町
だ
が
、

た
ず
ね
る
た
び
に
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
と
っ

て
大
切
な
ヒ
ン
ト
が
数
多
く
内
包
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
だ
と
感
じ
て
い
る
。
国
見
町
は
16
の
集
落（
大
字
）

が
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
ど
の
集
落
で
も
旧
村
社

は
も
ち
ろ
ん
、
数
々
の
神
社
が
健
在
で
あ
り
、
ど
こ

を
た
ず
ね
て
も
社
殿
だ
け
で
な
く
、
境
内
の
樹
木
の

手
入
れ
や
草
刈
り
が
し
っ
か
り
と
な
さ
れ
て
い
る
。

庚
申
塔
や
二
十
三
夜
塔
な
ど
の
石
碑
に
は
花
や
供
物

が
捧
げ
ら
れ
、
今
な
お
住
民
と
神
社
の
絆
が
強
い
と

感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　

例
え
ば
豊
富
な
湧
水
に
よ
っ
て
集
落
が
形
成
さ
れ

て
き
た
光
明
寺
地
区
。
水
路
に
沿
っ
て
農
地
と
住
宅

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
広
が
り
、
緑
濃
い
寺
社
林
に
囲
ま

れ
た
社
殿
や
御
堂
の
深
み
の
あ
る
風
情
は
、
い
つ
た

ず
ね
て
も
美
し
い
。
し
か
し
こ
の
春
、
旧
村
社
の
御

滝
神
社
の
祭
礼
を
前
に
し
て
、
50
人
を
超
え
る
村
人

が
総
出
で
草
を
刈
り
、
湧
水
池
を
清
掃
し
滝
普
請
す

る
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
た
だ
美
し
い
の
で

は
な
い
。
美
し
く
し
よ
う
と
懸
命
に
努
力
す
る
村
人

が
い
る
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
た
。

　

塚
野
目
地
区
に
あ
る
五
郎
市
神
社
も
、
小
社
で
あ

る
が
地
元
の
人
々
の
思
い
に
し
っ
か
り
と
支
え
ら
れ

て
い
る
。
90
歳
と
86
歳
の
老
人
た
ち
が
長
寿
を
感
謝

し
て
寄
進
奉
納
し
た
り
っ
ぱ
な
石
灯
籠
や
鈴
。
そ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
神
社
に
は
樹
齢
百
数
十
年
の

大
ケ
ヤ
キ
と
大
杉
の
見
事
な
ご
神
木
が
あ
る
。
し
か

し
十
数
年
前
、
社
殿
裏
の
大
杉
の
ご
神
木
に
雷
が
落

ち
、
根
元
か
ら
３
ｍ
ほ
ど
の
高
さ
で
折
れ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
村
人
は
、
傷
つ
き
形
は
変
わ
っ
て
も
ご

神
木
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と
、
太
い
注
連

縄
を
ま
わ
し
、
雨
露
で
朽
ち
さ
せ
て
は
な
ら
ぬ
と
、

み
ん
な
で
ト
タ
ン
の
上
屋
を
か
け
、
今
な
お
大
切
に

ご
神
木
を
守
っ
て
い
る
。
そ
の
姿
を
見
な
が
ら
地
域

づ
く
り
も
同
じ
だ
と
思
っ
た
。

　

他
地
域
の
先
進
事
例
も
悪
く
は
な
い
が
、
同
じ
こ

の
土
地
を
生
き
て
き
た
先
人
た
ち
か
ら
学
ぶ
こ
と
も

大
切
な
の
で
は
な
い
の
か
。
先
輩
た
ち
が
大
切
に
し

た
も
の
。
そ
れ
は
集
落
が
培
っ
た
共
同
の
心
と
力
を

上
手
に
生
か
す
こ
と
で
あ
る
。

集
落
の
共
同
の
心
と
力民

俗
研
究
家
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　「
新
３
本
の
矢
」

骨
太
方
針
は
、
12
年
12
月
の
総
選
挙
で

誕
生
し
た
安
倍
政
権
が
こ
れ
ま
で
進
め
た

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
３
本
の
矢（
金
融
政
策
、

財
政
政
策
、
成
長
戦
略
）
に
代
わ
る
新
た

な
３
本
の
矢
と
し
て
、「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０

兆
円
」「
希
望
出
生
率
１
・
８
」「
介
護
離

職
ゼ
ロ
」
を
掲
げ
た
。
そ
の
実
現
に
よ
り

「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」
を
確
立
し
、

日
本
経
済
の
持
続
的
拡
大
を
目
指
す
と
し

て
い
る
。
そ
し
て
経
済
成
長
に
よ
る
税
収

増
加
分
な
ど
を
財
源
に
１
億
プ
ラ
ン
に
取

り
組
む
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
描
い
て
お

り
、 

安
倍
首
相
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
エ

ン
ジ
ン
を
最
大
限
に
ふ
か
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
強
調
し
て
い
る
。

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
つ
い

て
は
「
２
０
１
９
年
10
月
に
延
期
す
る
」

と
明
記
。
そ
の
上
で
20
年
度
に
国
・
地
方

の
基
礎
的
財
政
収
支
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・

バ
ラ
ン
ス
）
を
黒
字
化
す
る
財
政
健
全
化

目
標
を
堅
持
す
る
と
し
た
。
し
か
し
、
基

礎
的
財
政
収
支
の
赤
字
を
G
D
P
比
で

１
％
程
度
に
抑
制
す
る
と
い
う
財
政
健
全

化
の
「
中
間
目
標
」
に
は
言
及
し
て
い
な

い
。
今
後
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
な
ど
で

目
標
見
直
し
を
含
め
た
議
論
が
必
要
に
な

る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
子
育
て
支
援
な
ど

の
追
加
的
な
歳
出
増
に
関
し
て
は
「
必
要

不
可
欠
な
も
の
と
す
る
」
と
し
た
上
で
、

「
適
切
な
安
定
財
源
を
確
保
す
る
」と
明
示
。

成
長
と
分
配
の
好
循
環
の
実
現
に
向
け

た
取
組
と
し
て
、地
方
自
治
体
関
連
で
は
、

「
国
・
地
方
で
官
民
の
総
力
を
挙
げ
た
地

方
創
生
の
本
格
展
開
」
を
提
示
。 

具
体

的
に
は
、
観
光
振
興
の
司
令
塔
組
織
「
日

本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
や
「
地
域
商
社
」
を
通
じ

た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、
Ⅰ
ｏ
Ｔ
（
モ

ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
を
活
用
し
た
地

域
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
向
上
、
コ
ン

パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推

進
、「
稼
げ
る
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
を
挙

げ
た
。
同
時
に
地
方
大
学
の
活
性
化
や
大

都
市
圏
へ
の
学
生
集
中
の
抑
制
、
地
方
創

生
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
「
地
方
創
生

カ
レ
ッ
ジ
事
業
」
の
推
進
も
取
り
上
げ
、

こ
う
し
た
事
業
を
実
施
す
る
自
治
体
に
対

し
て
は
「
情
報
面
、
人
材
面
、
財
政
面
か

ら
支
援
す
る
」
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
地
域
経
済
の
好
循
環
の
拡
大

を
目
指
し
、
産
学
金
官
の
連
携
に
よ
り
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
先
進
的
で
持
続
的

な
事
業
を
展
開
す
る
企
業
の
創
出
を
要

請
。
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構

築
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
、
自
治

体
が
保
有
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
民
間
開
放
を

進
め
る
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

活
用
し
た
自
治
体
と
商
店
街
と
の
サ
ー
ビ

ス
連
携
な
ど
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
検
討

す
る
こ
と
も
盛
り
込
ん
だ
。

こ
の
他
、
低
迷
す
る
個
人
消
費
を
喚
起

す
る
た
め
、
全
国
の
商
店
街
が
一
斉
に

セ
ー
ル
を
行
う
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
や
、

通
常
の
商
品
券
に
特
典
を
付
け
た
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
な
ど
も
検
討
項

子育て・介護支援が最重点
－財政健全化は道筋不透明に－

　

政
府
は
６
月
2
日
、経
済
財
政
運
営
の
基
本
指
針
「
骨
太
の
方
針
」
と
、

人
口
減
少
社
会
の
克
服
に
向
け
た
「
ニ
ッ
ポ
ン
１
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
を

閣
議
決
定
し
た
。
最
重
点
と
位
置
付
け
た
子
育
て
や
介
護
支
援
の
充
実
の

ほ
か
、
各
種
政
策
メ
ニ
ュ
ー
の
実
行
を
通
じ
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生

産
）６
０
０
兆
円
と
１
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
を
目
指
す
内
容
だ
。
た
だ
、

安
倍
晋
三
首
相
が
２
０
１
７
年
４
月
の
消
費
税
増
税
を
再
延
期
す
る
意
向

を
表
明
し
た
こ
と
で
、
財
源
を
ど
う
確
保
す
る
の
か
や
、
財
政
健
全
化
の

具
体
的
な
道
筋
は
示
さ
れ
ず
、
不
透
明
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

政策解説

1億総活躍プラン・骨太方針
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目
と
し
た
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
大
阪

延
伸
の
前
倒
し
着
工
を
後
押
し
す
る
た
め
、

財
政
投
融
資
の
活
用
も
検
討
す
る
。
現
行

計
画
で
は
、
品
川
―
名
古
屋
間
を
27
年
に

開
業
し
、
そ
の
後
は
事
業
主
体
の
Ｊ
Ｒ
東

海
は
経
営
体
力
回
復
の
た
め
借
入
金
返
済

を
優
先
し
、
８
年
間
は
大
阪
延
伸
に
着
工

し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
低
利
の
財

投
資
金
で
返
済
負
担
が
軽
く
な
れ
ば
、
延

伸
に
早
く
着
工
で
き
る
と
み
て
い
る
。

　
　
窓
口
業
務
の
民
間
委
託
加
速

歳
出
改
革
で
は
、「
歳
出
の
中
身
を
大

胆
に
入
れ
替
え
、
政
策
効
果
が
乏
し
い
歳

出
は
徹
底
し
て
削
減
し
、
政
策
効
果
の
高

い
歳
出
に
転
換
す
る
ワ
イ
ズ
・
ス
ペ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
仕
組
み
の
強
化
」
を
打
ち
出

し
た
。
そ
の
上
で
、
国
庫
支
出
金
に
つ
い

て
は
「
地
方
財
政
に
占
め
る
割
合
が
相
当

規
模
で
、
最
終
的
な
予
算
執
行
ま
で
の
資

金
の
流
れ
が
多
段
階
」と
い
う
点
に
触
れ
、

一
層
の
「
見
え
る
化
」
が
必
要
に
な
る
と

指
摘
。
国
庫
支
出
金
の
性
格
に
応
じ
、
政

策
目
的
が
実
現
し
た
か
ど
う
か
を
自
治
体

ご
と
に
評
価
す
る
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指

標
」
の
設
定
を
提
案
し
た
。
所
管
省
庁
が

そ
の
達
成
状
況
や
交
付
状
況
の
評
価
を

「
見
え
る
化
」
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
配
分

に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
よ
う
求
め
た
。

地
方
行
財
政
改
革
で
は
、
16
年
度
か
ら

導
入
し
て
い
る
、
行
革
が
進
ん
だ
自
治
体

の
経
費
水
準
を
地
方
交
付
税
算
定
に
反
映

さ
せ
る
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
」
の
着

実
な
実
施
を
要
請
。
市
町
村
の
窓
口
業
務

の
民
間
委
託
を
加
速
さ
せ
、
規
模
の
小
さ

い
町
村
で
の
取
組
を
支
援
す
る
と
し
た
。

総
務
省
は
、
民
間
委
託
し
た
場
合
の
歳
出

抑
制
効
果
な
ど
を
算
定
す
る
方
法
を
示
す

方
針
で
、「
住
民
１
人
当
た
り
コ
ス
ト
」

な
ど
の
形
で
住
民
や
議
会
に
分
か
り
や
す

く
説
明
で
き
る
よ
う
環
境
を
整
え
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
委
託
を
進
め
た
い
市
町
村
が

他
の
自
治
体
の
先
進
的
な
取
組
を
参
考
に

し
や
す
く
な
る
と
み
て
い
る
。

他
に
、
連
携
中
枢
都
市
圏
や
定
住
自
立

圏
の
形
成
を
促
進
す
る
た
め
、
各
圏
域
で

人
口
の
社
会
増
減
な
ど
の
指
標
を
設
け
、

成
果
を
検
証
す
る
仕
組
み
を
16
年
度
中
に

つ
く
り
、
結
果
を
公
表
す
る
べ
き
だ
と
指

摘
。
公
営
企
業
関
連
で
は
▽
水
道
事
業
の

広
域
化
に
向
け
、
16
年
度
の
早
い
時
期
に

都
道
府
県
と
市
町
村
に
よ
る
検
討
体
制
を 

構
築
す
る
▽
下
水
道
事
業
へ
の
公
営
企
業

会
計
の
適
用
を
一
層
拡
大
し
、
将
来
の
更

新
需
要
を
見
据
え
た
受
益
者
負
担
の
在
り

方
を
検
討
す
る
―
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
た
。

　
　
保
育
・
介
護
人
材
確
保
で
賃
上
げ

１
億
プ
ラ
ン
は
、「
希
望
出
生
率
１
・
８
」

の
達
成
時
期
を
25
年
度
と
し
、「
保
育
の

待
機
児
童
は
17
年
度
末
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
待
機
児
童
は
19
年
度
末
の
解
消
」

と
の
目
標
を
掲
げ
た
。
17
年
度
末
ま
で
に

50
万
人
分
の
保
育
の
受
け
皿
を
整
備
し
、

保
育
士
の
人
材
確
保
の
た
め
に
給
与
を
実

質
２
％
（
月
額
約
６
０
０
０
円
）
引
き
上

げ
る
と
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
仕
組

み
を
構
築
し
、
技
能
や
経
験
を
積
ん
だ
ベ

テ
ラ
ン
保
育
士
に
は
、さ
ら
に
上
乗
せ
し
、

現
在
約
４
万
円
あ
る
全
産
業
平
均
の
女
性

労
働
者
と
の
賃
金
差
が
な
く
な
る
よ
う
に

す
る
方
針
も
示
し
た
。

「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」
に
向
け
て
は
、
20

年
代
初
頭
ま
で
に
介
護
施
設
を
50
万
人
分

整
備
し
、
介
護
士
の
給
与
を
月
額
約
１
万

円
引
き
上
げ
る
。
人
手
不
足
が
深
刻
な
介

護
人
材
の
確
保
で
は
、
介
護
福
祉
士
を
目

指
す
学
生
に
返
済
を
免
除
す
る
月
５
万
円

の
「
修
学
資
金
貸
付
制
度
」
や
、
い
っ
た

ん
離
職
し
た
人
が
再
び
仕
事
に
就
く
場
合

の
20
万
円
の「
再
就
職
準
備
金
貸
付
制
度
」

の
充
実
の
ほ
か
、
高
齢
人
材
の
活
用
、
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
促
進
を
挙
げ
た
。

教
育
環
境
の
整
備
で
は
、
奨
学
金
制
度

を
め
ぐ
り
「
家
庭
の
経
済
事
情
に
関
係
な

く
、
希
望
す
れ
ば
誰
も
が
大
学
や
専
修
学

校
な
ど
に
進
学
で
き
る
よ
う
、
安
定
財
源

を
確
保
す
る
」
と
の
方
針
を
明
記
。
与
党

が
導
入
を
要
望
し
た
返
済
不
要
の
給
付
型

奨
学
金
も
創
設
に
向
け
検
討
を
進
め
る
と

し
た
が
、
具
体
的
な
導
入
時
期
は
示
さ
な

か
っ
た
。
政
府
は
、
導
入
時
期
や
支
給
対

象
な
ど
の
詳
細
を
17
年
度
予
算
編
成
作
業

の
中
で
検
討
し
て
い
く
方
針
だ
。

働
き
方
改
革
に
つ
い
て
は
「
最
大
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
表
現
。「
女
性
や
若
者

ら
の
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
の
選
択
を
広

げ
る
に
は
、
わ
が
国
の
労
働
者
の
約
４
割

を
占
め
る
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
待
遇
改

善
は
待
っ
た
な
し
の
重
要
課
題
だ
」
と
強

調
し
た
。
そ
の
上
で
、「
同
一
労
働
同
一

賃
金
」
を
実
現
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
18
年
度
ま
で
に
策
定
。
欧
州
の
制
度

も
参
考
に
し
つ
つ
、
労
働
契
約
法
や
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
法
、
労
働
派
遣
法
な
ど
関

連
法
の
一
括
改
正
を
検
討
す
る
方
針
を
明

示
。さ
ら
に
、最
低
賃
金
を
平
均
１
０
０
０

円
に
引
き
上
げ
る
目
標
を
示
し
た
ほ
か
、

労
使
が
合
意
す
れ
ば
週
40
時
間
を
超
え
て

働
く
残
業
が
認
め
ら
れ
る
「
36
協
定
」
を

見
直
し
て
長
時
間
労
働
を
是
正
す
る
と
し

た
。

（
時
事
通
信
社　

丸
山
実
子
）
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１
　
は
じ
め
に

W
i-

Fi

（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）
は
、
法
律
上

の
免
許
（
ラ
イ
セ
ン
ス
）
が
不
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
誰
で
も
手
軽
に
利
用
で
き
る
通

信
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
様
々
な
機
器
、
場
面

に
お
い
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
世

界
共
通
の
標
準
で
あ
る
た
め
世
界
中
ど
こ

で
も
同
一
端
末
を
利
用
で
き
、
高
速
広
帯

域
・
ス
ポ
ッ
ト
カ
バ
ー
で
高
速
大
容
量
の

無
線
通
信
で
き
る
等
の
特
徴
を
有
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
光
フ
ァ
イ
バ
回
線
や
携

帯
電
話
等
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
網
と
補
完

的
な
役
割
を
果
た
す
重
要
な
情
報
通
信
イ

ン
フ
ラ
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、Wi-Fi
環
境
は
、災
害
発
生
時
、音

声
通
信
が
輻
輳
に
よ
り
通
信
規
制
が
行
わ

れ
た
際
に
、音
声
通
信
に
変
わ
る
通
信
手
段

と
し
て
、そ
の
重
要
性
が
増
し
て
き
て
い
る
。

図
１

－

１
で
示
す
と
お
り
、
東
日
本
大

震
災
で
は
、
発
災
直
後
、
利
用
者
か
ら
の

音
声
の
発
信
が
急
増
し
、
輻
輳
状
態
と

な
っ
た
た
め
、
固
定
電
話
で
は
最
大
80
％

～
90
％
、
携
帯
電
話
で
は
最
大
70
％
～

95
％
の
規
制
が
実
施
さ
れ
、
音
声
通
話
の

利
用
が
著
し
く
困
難
な
事
態
が
生
じ
た
。

一
方
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
に
よ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
情

報
共
有
に
よ
り
安
否
確
認
等
が
行
わ
れ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
連
絡
手
段

の
有
効
性
が
高
か
っ
た
。
携
帯
電
話
が
輻

輳
の
た
め
に
利
用
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を

想
定
し
、W

i-Fi

環
境
を
通
じ
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
に
よ

り
、
災
害
情
報
等
を
効
果
的
に
受
発
信
す

る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、W

i-Fi

環
境
は
、
２
０
２
０

年
に
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
（
以
下
、「
東
京

五
輪
」
と
い
う
。）
に
向
け
た
訪
日
外
国

人
へ
の
「
お
も
て
な
し
」
環
境
と
し
て
整

備
が
急
務
で
あ
る
。

観
光
庁
の
調
査
（
２
０
１
５
年
10 

～ 

12
月
調
査
「
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調

査
」）
に
よ
れ
ば
、
訪
日
外
国
人
に
と
っ

て
日
本
滞
在
中
に
あ
る
と
便
利
な
情
報
は

「
無
料W

i-Fi

」（
54
・
７
％
）が
１
位
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
総
務
省
の
調
査
（
２
０

１
５
年
１
～
２
月
調
査
「
地
方
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
引
き
出
す
テ
レ
ワ
ー
ク
や

W
i-Fi

等
の
活
用
に
関
す
る
研
究
会
」
報

告
書
）
に
よ
る
と
、
日
本
の
無
料W

i-Fi

に
「
満
足
」
し
た
訪
日
外
国
人
は
63
・

６
％
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、「
不
満

足
」
が
3
・
7
％
、「
十
分
で
は
な
い
」

が
32
・
7
％
と
な
っ
て
お
り
、
約
４
割

近
く
の
訪
日
外
国
人
が
日
本
の
無
料

W
i-Fi

環
境
は
、
不
十
分
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
無
料W

i-Fi

の
利
用
可
否
は
、
各
地
方
公
共
団
体
の

観
光
拠
点
に
お
け
る
訪
日
外
国
人
の
受

入
状
況
を
左
右
す
る
重
要
な
要
素
と
な

り
つ
つ
あ
る
。

W
i-Fi

環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

次
頁
図
１

－

２
で
示
す
と
お
り
、
投
資

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
大
き
い
①
商
業
施
設

は
、
民
間
の
施
設
所
有
者
が
主
体
と
な
り

整
備
を
実
施
す
る
一
方
、
②
公
共
的
な
観

光
・
防
災
拠
点
は
、
投
資
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
が
低
い
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
地
方
公
共

団
体
等
が
主
導
的
にW

i-Fi

環
境
を
整
備

し
、
総
務
省
が
こ
れ
を
積
極
的
に
支
援
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

図１-１　東北地域における輻輳発生と通信規制

出典「大規模災害等緊急事態における通信確保の在り方に関する
検討会ネットワークインフラWG（第2回）」配付資料より作成

政策解説

Wi-Fiの全国整備について
2020 年に向けた

総務省　情報流通行政局　地域通信振興課
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２
　
防
災
拠
点
で
あ
る
学
校
へ
の�

　
　W

i-Fi

整
備

総
務
省
で
は
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
多

様
な
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
学
校
や
家
庭
等
で

シ
ー
ム
レ
ス
に
活
用
で
き
る
「
教
育
ク
ラ

ウ
ド
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
実
証
に

取
り
組
む
な
ど
、
教
育
の
情
報
化
を
総
合

的
に
進
め
て
い
る
（
図
２

－

１
参
照
）。

本
年
６
月
２
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
日
本
再
興
戦
略
２
０
１
６
」
に
お
い
て

は
「
今
後
の
初
等
中
等
教
育
の
情
報
化
を

進
め
て
い
く
上
で
、
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
の

活
用
や
子
供
の
学
習
情
報
な
ど
を
ク
ラ
ウ

ド
上
で
管
理
・
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
有

効
で
あ
り
、
全
国
の
学
校
現
場
に
普
及
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
」
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
当
該
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
す
る
最

低
限
の
イ
ン
フ
ラ
がW

i-Fi

環
境
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
度

か
ら
、
新
学
習
指
導
要
領
が
順
次
施
行
さ

れ
、
小
学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
必
修
化
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
教
育
現

場
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
が
今
後
急

速
に
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ

の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
るW

i-Fi

環
境

の
整
備
促
進
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。ま

た
、
災
害
の
発
生
時
に
備
え
、
地
域

住
民
に
と
っ
て
身
近
で
あ
り
、
一
定
の
広

さ
の
あ
る
学
校
が
地
域
の
避
難
場
所
や
避

難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
調
査
（
平
成
26

年
10
月
３
日
「
学
校
施
設
の
防
災
機
能
に

関
す
る
実
態
調
査
結
果
に
つ
い
て
」）
に

よ
る
と
、
学
校
の
約
９
割
は
避
難
所
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
児
童
生
徒
の
学
習
・
生

活
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
は

地
域
住
民
の
避
難
所
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

総
務
省
と
し
て
は
、
教
育
の
情
報
化
を

進
め
る
こ
と
に
加
え
、
防
災
拠
点
と
し
て

の
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
学

校
に
お
け
るW

i-Fi

環
境
の
整
備
を
積
極

的
に
進
め
る
。
具
体
的
に
は
、
全
て
の
普

通
教
室
へ
のW

i-Fi

整
備
を
目
指
し
て
い

る
文
部
科
学
省
と
連
携
し
な
が
ら
、
避
難

場
所
や
避
難
所
に
指
定
さ
れ
た
学
校
に
お

い
て
住
民
が
避
難
す
る
場
所
（
体
育
館
、

校
庭
、
教
室
）
の
整
備
を
一
体
的
に
進
め

図１- ２　官民連携によるWi-Fi環境整備の考え方

図２- １　総務省における教育の情報化に関する主な取組

クラウド

ネットワーク

サポート体制

教育クラウド・プラットフォームの普及 
▶多様なデジタル教材を、端末やOS、時間や場所を 
  問わず、低コストで活用可能な教育クラウド・プラット  
  フォームの実証。（H26’～28’） 
▶ プログラミング教育の教材も搭載。（H28’～） 
  
基盤となる教育用Wi-Fiの整備支援 

  

体験機会提供等の全国キャラバン  

天

地

人

▶ 整備率（教室ベース）は、23.5%（小25.5% 中24.6%
 高14.7%）に低迷。
▶ 公立学校の９割は避難所に指定されるなど、地域の
 防災拠点。

▶ WIFIルータ、タブレット、3Dプリンタ等の最新機器を
 積み込み、ネットワーク環境の簡易診断、子供や教
 員のICT体験、教育委員会担当者への助言等を実施。

キャラバンカーの例
（Mozilla財団のMozBus）
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て
い
く
考
え
で
あ
る
（
図
２

－
２
参
照
）。

こ
れ
に
よ
り
、
平
時
に
は
、
例
え
ば
、

教
室
に
整
備
し
たW

i-Fi

を
利
用
し
て
タ

ブ
レ
ッ
ト
等
を
用
い
た
教
育
を
行
う
こ
と

が
可
能
と
な
る
と
と
も
に
、
運
動
会
や
部

活
動
の
大
会
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
際
に
は
、

生
徒
、
保
護
者
、
地
域
住
民
等
が
校
庭
・

体
育
館
に
整
備
し
たW

i-Fi

を
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
防
災
の
た
め
に
整
備
し

たW
i-Fi

の
通
信
環
境
が
、
災
害
が
起
き

た
際
に
適
切
に
利
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、

平
時
か
ら
の
利
用
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
平
時
の
教
育
利
用
や
地
域
住
民

が
多
く
集
ま
る
運
動
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
、
日
頃
か
らW

i-Fi

を
利
用
し
て

い
る
こ
と
が
、
災
害
が
起
き
た
際
に
、
支

障
な
くW

i-Fi

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
有
効
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え

る
。３

　
２
０
２
０
年
に
向
け
たW

i-Fi

の�

　
　
全
国
的
な
整
備
計
画
の
策
定

２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
や
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
の
必
修
化
等
に
向
け
て
、

W
i-Fi
環
境
を
全
国
的
に
整
備
し
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る

W
i-Fi

環
境
の
主
な
普
及
状
況
は
図
１

－

２
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
地
方

公
共
団
体
に
よ
る
整
備
が
期
待
さ
れ
る
公

共
的
な
観
光
・
防
災
拠
点
に
つ
い
て
、
例

え
ば
、
観
光
案
内
所
は
５
割
程
度
の
普
及

率
で
あ
る
も
の
の
、
学
校
は
２
割
程
度
の

普
及
率
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状
況
に
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
低
い
普
及
率
で
あ
る
拠

点
の
整
備
を
効
率
的
に
進
め
て
い
く
に

は
、
国
が
着
実
に
整
備
を
推
進
し
て
い
く

た
め
の
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
日
本
再
興
戦
略
２
０
１
６
」
に
お
い

て
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
主
要
な
観
光
・

防
災
拠
点
に
お
け
る
重
点
整
備
箇
所
（
避

難
所
・
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
た
学
校
等

を
含
む
（
推
計
２
９
、
０
０
０
箇
所
））

に
つ
い
て
、
国
が
本
年
中
に
作
成
す
る
整

備
計
画
に
基
づ
き
、
無
料W

i-Fi

環
境
の

整
備
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
２

０
２
０
年
に
向
け
た
着
実
な
整
備
を
行
う

た
め
、
本
年
中
に
避
難
場
所
や
避
難
所
に

指
定
さ
れ
た
学
校
等
を
中
心
に
必
要
な

ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、
整
備
計

画
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

総
務
省
で
は
、
本
年
夏
以
降
、
全
国
の

地
方
公
共
団
体
を
対
象
に
必
要
な
調
査
を

行
い
、整
備
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

当
該
計
画
の
実
施
に
向
け
、
地
方
公
共
団

体
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
予
算

を
２
０
２
０
年
に
向
け
て
、
３
カ
年
計
画

で
要
求
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

４
　
お
わ
り
に

防
災
拠
点
で
あ
る
学
校
へ
のW

i-Fi

環

境
の
整
備
は
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
利
用
等

に
よ
る
平
時
の
教
育
目
的
に
加
え
、
災
害

時
の
通
信
手
段
の
確
保
と
い
っ
た
防
災
目

的
と
い
う
二
つ
の
目
的
か
ら
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、W

i-Fi

環
境
の

整
備
は
、
防
災
拠
点
に
限
ら
ず
、
２
０
２

０
年
の
東
京
五
輪
に
向
け
て
、
急
速
に

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
訪
日
外
国
人
等
へ
の
受

入
環
境
の
整
備
に
つ
な
が
り
、
地
域
活
性

化
の
観
点
か
ら
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

全
国
的
な
整
備
計
画
を
実
効
性
あ
る
も

の
に
す
る
た
め
、
町
村
の
教
育
担
当
者
や

防
災
担
当
者
を
は
じ
め
と
し
てW

i-Fi

環

境
整
備
の
重
要
性
・
必
要
性
を
認
識
い
た

だ
く
と
と
も
に
、W

i-Fi

環
境
が
ど
こ
に

必
要
か
と
い
っ
た
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
各
町
村
に
お
い
て
は
、
本
年
夏
以
降

に
実
施
す
る
当
該
計
画
に
関
す
る
調
査
へ

の
協
力
を
是
非
お
願
い
し
た
い
。

総
務
省
と
し
て
は
、
２
０
２
０
年
に
向

け
て
、
観
光
拠
点
の
整
備
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
特
に
防
災
拠
点
で
あ
る
学
校
の

W
i-Fi

整
備
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
と

連
携
し
な
が
ら
、
町
村
を
は
じ
め
と
す
る

各
地
方
公
共
団
体
へ
の
積
極
的
な
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　◎
町
村
週
報
の
ご
購
読
◎

　「
町
村
週
報
」の
購
読
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（kouhou@
zck.or.jp

）に
て
、
全
国
町
村

会
広
報
部
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

★
年
間
購
読
料
１
、５
０
０
円（
送
料
込
み
）

★
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
折

り
返
し
お
振
り
込
み
下
さ
い
。

図２- ２　防災拠点である学校へのWi-Fi整備のイメージ図
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歯
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
病
気
の

予
防
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
ア
ン
チ
エ

イ
ジ
ン
グ
（
抗
老
化
）
に
も
役
に
立
ち
ま
す
。

　

歯
が
丈
夫
な
人
は
、
食
べ
物
を
よ
く
か
ん

で
食
べ
る
た
め
、
消
化
が
良
く
な
り
ま
す
。

繊
維
の
多
い
野
菜
や
果
物
を
食
べ
ら
れ
る
た

め
、
歯
が
な
い
人
に
比
べ
て
、
血
液
中
の
ビ

タ
ミ
ン
濃
度
が
高
く
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
か
む
こ
と
で
脳

の
血
流
が
よ
く
な
り
、
記
憶
を
つ
か
さ
ど
る

海
馬
や
、食
べ
過
ぎ
を
抑
制
す
る
満
腹
中
枢
、

嗅
覚
や
ス
ト
レ
ス
に
か
か
わ
る
扁
桃
体
な
ど

が
刺
激
さ
れ
、
肥
満
や
脳
の
老
化
、
認
知
症

の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
歯
の
健
康
か
ら
全
身
の
健

康
へ
と
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
丈

夫
な
歯
を
保
つ
に
は
、
唾
液
を
た
く
さ
ん
出

し
た
り
、
か
む
力
を
衰
え
さ
せ
な
い
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
だ
れ
に
で
も

気
軽
に
取
り
組
め
る
健
康
法
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
毎
日
の
習
慣
に
な
れ
ば
効
果
が
出
ま
す

が
、
初
め
は
ち
ょ
っ
と
し
た
空
き
時
間
に

や
っ
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

唾
液
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

唾
液
を
た
く
さ
ん
出
す
に
は
、
食
べ
物
を

よ
く
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
も
大
事
で
す
が
、

唾
液
が
出
や
す
く
な
る
唾
液
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

耳
下
腺
を
刺
激
す
る
～
両
手
の
親
指
以
外

の
四
本
の
指
を
耳
の
下
に
あ
て
、
上
の
奥
歯

の
あ
た
り
を
、
う
し
ろ
か
ら
前
に
回
す
感
じ

で
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
。（
一
〇
回
）

　

顎
下
腺
を
刺
激
す
る
～
親
指
で
あ
ご
の
下

の
や
わ
ら
か
い
と
こ
ろ
を
、
耳
の
下
か
ら
あ

ご
の
下
ま
で
、五
か
所
く
ら
い
押
す
。（
五
回
）

　

舌
下
腺
を
刺
激
す
る
～
両
手
の
親
指
を
そ

ろ
え
、
あ
ご
の
下
を
真
上
に
向
か
っ
て
強
め

に
押
す
。（
五
回
）

口
と
舌
の
体
操

　
「
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・
オ
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、

口
を
大
き
く
開
け
て
言
う
こ
と
で
、
血
流
を

よ
く
し
、
顔
や
口
の
周
り
、
首
、
の
ど
の
筋

肉
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
表
情
や
声
を
若
く
保

つ
こ
と
も
で
き
ま
す
。「
エ
」
の
と
き
は
、

舌
を
思
い
切
り
長
く
伸
ば
す
と
、
舌
の
筋
力

を
保
ち
、
飲
み
込
む
（
嚥
下
［
え
ん
か
］）

力
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
舌
を

前
歯
の
上
に
置
き
、
歯
ぐ
き
を
ぐ
る
り
と
一

周
さ
せ
る
の
も
、
舌
の
筋
力
を
鍛
え
る
運
動

に
な
り
ま
す
。
左
右
交
互
に
回
転
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　

朝
起
き
た
ら
舌
を
見
る

　

舌
は
健
康
状
態
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
す
。

朝
、
鏡
で
舌
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
薄
紅
色

で
、
全
体
に
う
っ
す
ら
と
白
い
苔
（
こ
け
）

が
つ
い
て
い
る
の
が
健
康
な
状
態
で
す
。
舌

苔
（
ぜ
っ
た
い
）
は
、
口
の
中
の
粘
膜
や
細

胞
が
剥
が
れ
落
ち
て
た
ま
っ
た
も
の
で
す
。

食
べ
物
の
カ
ス
や
雑
菌
は
、
唾
液
や
話
す
と

き
の
舌
の
動
き
で
流
さ
れ
ま
す
が
、
舌
苔
が

厚
く
な
る
と
、
雑
菌
繁
殖
や
口
臭
の
も
と
に

な
る
の
で
、
ガ
ー
ゼ
で
優
し
く
拭
き
取
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
で
強
引

に
取
る
と
、
舌
を
傷
つ
け
、
味
覚
が
分
か
ら

な
く
な
る
の
で
、
取
り
過
ぎ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

　

東
洋
医
学
で
は
、
舌
の
周
り
に
歯
の
ア
ト

が
で
こ
ぼ
こ
に
つ
い
て
い
る
と
き
や
、
表
面

が
黄
色
い
と
き
は
、
体
力
低
下
や
消
化
器
系

の
病
気
な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
舌
の
先
が
赤
く
イ
チ
ゴ

の
よ
う
に
ブ
ツ
ブ
ツ
し
て
目
立
つ
と
き
は
、

自
律
神
経
失
調
症
、
更
年
期
障
害
な
ど
の
疑

い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
心
当
た

り
が
あ
る
と
き
は
、
か
か
り
つ
け
医
師
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

丈
夫
な
歯
を
保
つ
た
め
の
健
康
法

山
崎

ひ
ろ
み

ラ
イ
タ
ー

健
康
情
報

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン日本興亜株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパン日本興亜の定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申し込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 「損害保険ジャパン日本興亜株式会社」は損保ジャパンと日本興亜損保が 2014年９月１日に合併し誕生した会社です。

03-3519-73250120-731-087
（受付時間  月～金  午前9時30分～午後5時）

FAX

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。
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内閣府地方創生推進事務局においては、国家戦略特別区域における産業の国際競争力の強化及び国際的な
経済活動拠点の形成の推進に関し政府が講ずべき新たな措置に係る提案募集を随時行っているところではあ
りますが、いわゆる「集中受付期間」を、少なくとも年２回設けることとしています。こうした中で、次の期
間を１回目の「集中受付期間」として、規制改革事項の提案募集を行うこととなりましたので、お知らせいた
します（募集期間：平成28年６月17日（金）～平成28年７月29日（金）17時）。
　提案募集の詳細については、下記ホームページをご覧ください。

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/kokusentoc/boshu_h2806.html

　また、今般、国家戦略特別区域法を改正（平成28年５月27日成立、６月３日公布）しましたので、併せて
お知らせいたします。これにより、革新的医療機器について開発初期から助言・指導をすることで市販まで
の期間短縮を図るものや、一定の要件を満たす場合に企業の農地取得が認められるものとなりました。
　「国家戦略特別区域法の一部を改正する法律」の詳細については、下記ホームページをご覧ください。

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/kokusentoc/kettei/h280603.html

　ご関心の高い方には、説明会の開催等の機会も設けたいと存じますので、下記までお問い合わせください。

　国家戦略特区全般についてお知りになりたい方は、下記ホームページをご覧ください。
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/kokusentoc/

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ

れからも充実をはかっていきたいと考えてい
ますので、ご覧になったご感想・ご意見を、下
記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用いただ
ける専用ページです。
  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要になります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ済み（平
成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせは、全国町村会
広報部までメール（kouhou@zck.or.jp）でお願いいたし
ます。

【問い合わせ先】	 内閣府地方創生推進事務局
	 担　当：白土、萱場（TEL：03-5510-2466）　内田、野村（TEL: 03-5510-2472）
	 E-mail：�fumiya.shirato@cao.go.jp	 satoshi.kayaba.m4r@cao.go.jp�

yasutaka.uchida@cao.go.jp	 kazuhide.nomura.w9z@cao.go.jp

国家戦略特別区域等における新たな措置に係る提案募集及び
国家戦略特別区域法の改正について
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随  想随 想

随　想
　

人
口
約
１
６
、
２
０
０
人
の
久
御
山
町

は
、
京
都
市
中
心
部
か
ら
南
へ
約
15
㎞
、

山
城
盆
地
の
西
南
部
に
位
置
し
、京
都
市
、

宇
治
市
、
城
陽
市
、
八
幡
市
に
囲
ま
れ
隣

接
し
て
い
る
、
東
西
3
・
5
㎞
、
南
北

4
・
3
㎞
、
面
積
13
・
86
㎢
の
小
さ
な
ま

ち
で
す
。

　

一
級
河
川
の
宇
治
川
と
木
津
川
に
挟
ま

れ
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
平
野
に
ま

ち
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、
巨

椋
池
と
い
う
広
大
な
遊
水
池
が
あ
り
、
そ

こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
魚
や
水
鳥
、
植
物
が

生
息
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
16
年
巨
椋

池
干
拓
工
事
の
完
了
後
、
の
ど
か
な
緑
な

す
田
園
風
景
が
か
た
ち
づ
く
ら
れ
ま
し

た
。

　

長
年
、
農
業
の
ま
ち
と
し
て
発
展
し
、

ほ
う
れ
ん
草
や
水
菜
な
ど
軟
弱
野
菜
の
栽

培
も
盛
ん
で
、
新
鮮
な
野
菜
を
京
都
・
大

阪
の
消
費
地
に
供
給
し
て
い
ま
す
。
近
年

で
は
東
京
築
地
へ
九
条
ネ
ギ
の
出
荷
も
始

ま
り
ま
し
た
。

　

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
50
年
前
、
昭
和
41
年

の
国
道
1
号
開
通
を
契
機
に
道
路
交
通
網

が
発
達
し
、
工
業
・
倉
庫
を
中
心
と
し
た

諸
産
業
の
進
出
と
住
宅
地
の
開
発
が
進

み
、
そ
れ
ま
で
の
の
ど
か
な
農
業
中
心
の

ま
ち
が
一
変
し
ま
し
た
。
以
降
、
計
画
的

な
土
地
利
用
と
住
み
よ
い
生
活
環
境
の
形

成
を
目
指
し
て
、
住
工
混
在
が
な
い
ま
ち

づ
く
り
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
も
の
づ
く
り
を
中
心
と
す
る
京

都
府
内
屈
指
の
事
業
所
集
積
（
1
、
６
３

５
事
業
所
（
平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス
基

礎
調
査
））
を
背
景
に
、
通
勤
等
に
よ
る

流
入
人
口
が
流
出
人
口
を
大
き
く
上
回

り
、
昼
夜
間
人
口
比
率
は
府
内
1
位
（
１

７
４
・
8
％
、
政
令
指
定
都
市
を
除
き
全

国
市
町
村
第
3
位
）
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
固
定
資
産
税
、

法
人
税
収
入
に
恵
ま
れ
、
昭
和
47
年
か
ら

今
日
ま
で
、
44
年
間
に
わ
た
っ
て
普
通
交

付
税
の
不
交
付
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
近
年
、
少
子
高
齢
化
や
労
働
力

不
足
に
よ
り
、定
住
人
口（
夜
間
人
口
）は
、

昭
和
60
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
続
け
て
お

り
、
そ
の
産
業
の
集
積
と
な
る
事
業
所
数

も
平
成
21
年
か
ら
減
少
し
、
町
内
の
有
効

求
人
倍
率
は
4
・
7
倍
と
高
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
昼
間
人
口
に
つ
い
て
も
平
成
12
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
加
え
、
景
気
及
び

地
価
の
下
落
か
ら
主
な
財
源
で
あ
る
法
人

税
・
固
定
資
産
税
等
の
増
収
が
見
込
め
ず
、

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
な
が
ら
財
政

運
営
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、
現
在
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が

予
測
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
本
町
の
持
続
あ
る
行
財
政

運
営
に
向
け
て
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革

を
公
約
に
掲
げ
、
就
任
当
初
か
ら
職
員
定

数
の
見
直
し
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、公
開
事
業
診
断
を
実
施
し
、

住
民
の
皆
様
や
有
識
者
の
ご
意
見
を
い
た

だ
く
中
で
、
既
存
施
策
の
在
り
方
に
つ
い

て
も
見
直
し
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
さ
ら
な
る
定
住
意
欲
の
促
進
や

子
育
て
支
援
の
た
め
、
保
育
所
施
設
の
整

備
、
保
育
所
・
幼
稚
園
待
機
児
童
の
ゼ
ロ

施
策
の
継
続
や
子
育
て
医
療
費
助
成
の
拡

大
と
い
っ
た
福
祉
施
策
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
ま
ち
の
安
全
・
安
心
の
た
め
、

岐
阜
県
岐
南
町
と
の
災
害
時
相
互
応
援
協

定
の
締
結
や
、全
小
中
学
校
の
耐
震
工
事
、

町
内
全
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に

A
E
D
を
設
置
し
た
ほ
か
、
ま
ち
の
更
な

る
魅
力
発
信
に
向
け
た
、
個
性
あ
ふ
れ
る

公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
農
産
物
の
久
御

山
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
な
ど
、
各
種
施
策

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
4
月
か
ら
は
、
本
町
ま
ち
づ

く
り
の
今
後
10
年
間
の
羅
針
盤
と
な
る

「
第
5
次
総
合
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
そ
の
基
本
構
想
に
お
い
て
、
目
指

す
ま
ち
の
将
来
像
を
「
つ
な
が
る
心　

み

な
ぎ
る
活
力　

京
都
南
に
「
き
ら
め
く
」

ま
ち　

～
夢
い
っ
ぱ
い
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ

ン　

く
み
や
ま
～
」
と
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
総
合
計
画
」
と
、
地
方
創
生
に
係

る
本
町
「
総
合
戦
略
」
に
よ
り
、
コ
ン
パ

ク
ト
で
フ
ラ
ッ
ト
な
ま
ち
と
い
う
特
徴
を

最
大
限
に
生
か
し
た
、
効
率
的
・
効
果
的

な
取
組
や
、住
民
の
皆
様
や
企
業
と
の「
協

働
・
連
携
」
を
一
層
推
進
す
る
中
で
、
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、「
人
口
減

少
問
題
の
克
服
」「
地
域
経
済
の
活
性
化
」

と
い
っ
た
大
き
な
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
4
月
25
日
に
は
木
津
川
の
上
津

屋
橋
（
流
れ
橋
）
と
浜
台
茶
園
の
景
観
が

「
日
本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
29
年
度
に
京
都
府
と
京
都
府
南
部
山
城

地
域
の
市
町
村
が
共
に
取
り
組
む
、
宇
治

茶
を
テ
ー
マ
と
し
た
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
お
茶
の
京
都
」
も
本
町
の
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
追
い
風
の
一
つ
と
な
る
こ
と

と
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

信
しん

貴
き

　康
やす

孝
たか

京都府久
く

御
み

山
やま

町長

持続可能なコンパクトタウンを
目指して
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「ゆとり」と「やすらぎ」のひととき

静かさと心地よさに配慮し、室内インテリア全体を落ち着いた雰囲気にまとめ、
ゆったりとしたやすらぎのひとときをお届けいたします。

全国町村会館へのアクセスガイド

http://www.zck.or.jp/kaikan/index.html

お電話でのご予約・お問い合わせは

TEL 03（3581）0471
FAX 03（3581）0220
〒100-0014  東京都千代田区永田町 1丁目 11 番 35 号

TIME of RELAXING

金曜日料金

土・日・祝日料金

金曜日料金

土・日・祝日料金

 

金曜日料金

土・日・祝日料金

市町村職員共済組合等の宿泊助成券がご利用いただけます。

洋室シングル

洋室ダブル

洋室ツイン

15％
OFF

20％
OFF

15％
OFF

20％
OFF

15％
OFF

20％
OFF

SINGLE
ROOM

TWIN
ROOM

DOUBLE
ROOM

会議室・宴会場

カジュアルレストラン「ペルラン」

2階には広さと設備が多彩な、大小4つのホー
ル、会議室。高い機能性を持ち、さまざまな演
出が可能です。会議・研修、パーティーなどに
幅広くご利用いただけます。 

ランチタイム11:00 ～ 14:00
ティータイム14:00 ～ 17:00
ディナータイム17:00 ～ 22:00
（21:30 ラストオーダー）

和室もございますのでお問い合わせ下さい。
禁煙ルームをご用意しております。

土・日・祝日のご宿泊は、
平日料金の20％OFF
金曜日のご宿泊は、
平日料金の15％OFF

和食処「さいかち」

ランチタイム11:30 ～ 14:30
（14:00 ラストオーダー）

ディナータイム17:00 ～ 22:00
（21:30 ラストオーダー）

土・日・祝日は
リーズナブルにシングル 119 室

平日料金10,100円より

※1名利用の場合 9,600 円

※1名利用の場合 11,400 円

8,600円より

※1名利用の場合 9,000 円

8,100円より

ダブル 12室
平日料金13,700 円 
〈2名利用〉

11,600円

10,900円

ツイン17室
平日料金19,000円より 
〈2名利用〉

16,200円より

15,200円より

■有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町」3番出口徒歩 1分
■丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩 8分
■タクシー東京駅から約 20 分

WEB からのご宿泊予約は、特別料金（部屋数限定）がございます。

ホームページは 全国町村会館 検索
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